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平成２ ７ 年１ ０ 月３ ０ 日（ 金）、 なら 土連会館４ 階大会議室において農業農村整備事業特

別講演会及び平成２ ７ 年度奈良県農業農村整備事業推進協議会総会を開催し まし た。

はじ めに、 上田大和郡山市長の開会挨拶の後、 佐藤近畿農政局農村振興部長、 福谷奈良県

農林部長より 祝辞を賜り まし た。

総会に先立ち、 一般財団法人水土総合研究所

齋藤理事長より 、 講演し ていただきまし た。

１ 、「 これからの農業農村整備」

一般財団法人 日本水土総合研究所

理事長 齋 藤 晴 美 氏

ひき続いて、 総会では、 上田大和郡山市長を議長に選任し 議事にはいり 、 下記の案件につ
いて審議いただき議決承認を得まし た。

第１ 号議案 平成２ ６ 年度事業報告並びに収支決算について

第２ 号議案 平成２ ７ 年度事業計画(案)について

第３ 号議案 平成２ ７ 年度会費の徴収(案)について

第４ 号議案 平成２ ７ 年度収支予算(案)について

第５ 号議案 任期満了に伴う 役員改選について

なお、 第５ 号議案につきまし ては、 会長に上田大和
郡山市長、 副会長に山下葛城市長、 芝田曽爾村長、 監
事に太田五條市長が選任さ れまし た。

平成２ ７ 年１ ０ 月１ ５ 日（ 木）、 第３ ８ 回全国土地改良大会青森

大会が、「 土地改良の路繋ぎ明日への確かな途拓く 」 ～あずまし の

風流れる青森大会～をテーマに、 新青森県総合運動公園マエダアリ

ーナ（ 青森市） で開催さ れまし た。

土地改良事業功績者表彰では、 農林水産大臣表彰６ 名、 農村振興

局長表彰１ ６ 名、全国土地改良連合会長表彰４ ５ 名が表彰さ れまし た。

本県からは、 旗尾土地改良区理事長吉村増雄氏が全国土地改良事

業団体連合会長表彰を受けまし た。

最後に、 次期開催県の石川県に大会旗が引き継がれまし た。

平成２ ７ 年度奈良県農業農村整備事業推進協議会総会

農業農村整備事業特別講演会

農業農村整備事業特別講演会

本協議会は、従来より奈良東部広域営農団地農道整備事業推進協議会、奈良県農免・一般農道事業推進

協議会、奈良県ふるさと農道緊急整備事業推進協議会、西和土地改良事業推進協議会、奈良県ため池等整備

事業推進協議会、奈良県農業集落排水事業推進協議会、奈良県農業農村整備事業推進市町村連絡協議会を

設けていましたが、平成１７年４月に農業農村整備事業の円滑な推進を図るため、７推進協議会をひとつに統

合して設立し、今に至ります。

受賞された旗尾土地改良区

吉村理事長

農業農村整備事業特別講演会及び平成27年度奈良県農業農村整備事業推進協議会総会の開催

奈良県農業農村整備事業推進協議会設立経緯

第３ ８ 回全国土地改良大会（ 青森大会）



平成２ ７ 年１ １ 月１ ７ 日（ 火）「 なら土連会館」 において『 平成２
７ 年度農地地図情報利活用推進協議会』 を開催し まし た。

近畿農政局より 、「 多面的機能支払交付金」 について農地整備課佐
藤室長、「 中山間地域等直接支払制度」 について農地計画課野町係長
に講演し ていただきまし た。

つづいて、 平成２ ６ 年度農地地図情報システム実績報告、 平成２ ７
年度農地地図情報の予定、 また利活用について農地地図情報センタ ー
より 説明し まし た。 今後も農地地図情報システムの一層の推進に向け
取組んでまいり ます。

平成２ ７ 年１ １ 月２ ７ 日（ 金）、 本年度第２ 回目の「 農業農村整備
の集い」が東京・ 砂防会館別館シェ ーンバッ ハ・ サボ―にて開催さ れ、
多数の国会議員の臨席の下、 全国の地方土連や土地改良区をはじ め、
農水省からは、 森山裕大臣を筆頭に伊東良孝副大臣、 農村振興局幹部
など、 約８ ０ ０ 名にのぼる農業農村整備関係者が参集し まし た。

二階俊博全土連会長の挨拶では「 平成２ ８ 年度予算概算要求におい
て、 １ ０ ０ ０ 億円の増額がなさ れているが、 農業・ 農村施策の改革を
加速さ せるため、 引き続き―戦う 土地改良―であらねばならない。」
と の頼もし い発言があり 、 要請書の案文を全会一致で採択し “ ガンバ
ロウ” を、 力強く 拳を突き上げ三唱し 、 予算確保に邁進すること を誓い合いまし た。 本会からは、 奥
野会長をはじ め１ ０ 名が参加し まし た。

平成２ ７ 年１ ２ 月２ １ 日（ 月）、 なら 土連会館大会議室において、 県内土地改良区役職員
約９ ０ 名の出席を得て「 県内土地改良区役職員研修会」 を開催し まし た。

研修会は上田副会長（ 大和郡山市長） の開会の挨拶に始まり 、 来賓と し て奈良県農林部農
村振興課菅谷課長より 挨拶をいただき、 奈良県の農業農村事業の概要について説明し ていた
だきまし た。 研修は、 ５ 名の講師により 行われ、 参加さ れた方々は熱心に耳を傾けて講義を
受け、 意見交換さ れまし た。

平成２ ７ 年１ １ 月１ ６ 日（ 月）、 ２ １ 世紀の農業農村を担う 女
性を対象と し た「 美アッ プ農村・ レディ ーセミ ナー」 を桜井市に９
月より オープンし まし た、『 オーベルジュ ・ ド ・ ぷれざんす桜井』
で開催し まし た。

このセミ ナーには、 ２ １ 世紀を担う 、 また農業や農村環境に関心
をよせる、 奈良県内に住む女性約６ ０ 名が参加さ れまし た。 セミ ナ
ーでは、 植村牧場(株)代表取締役黒瀬氏よる「 共に働き、 共に生き
る」 小さ な町の牧童たち～と題し 講演し ていただきまし た。

研修会の様子

研修会の様子

セミ ナーの様子

平成２ ７ 年度農地地図情報利活用推進協議会

農業農村の集いー農を守り 、 地方を創る予算確保に向けてー

平成２ ７ 年度県内土地改良区役職員研修会

美アップ農村・レディーセミナー 【（公財）農業振興会館行事】



氏 名 池田 健一郎
生年月日 昭和５ ８ 年８ 月５ 日
所 属 農地地図情報センタ ー 技師

兼農業農村技術課 技師
抱 負

〇非補助農業基盤整備資金とは
土地改良区等が国からの補助を受けないで、 かんがい排水やほ場整備、 客土などの事業に取り 組

み、 農業生産基盤整備・ 保全の推進を図る場合、 日本政策金融公庫等が農家負担の軽減を目的に土
地改良区等に対し 低利で融資する資金です。 国の補助対象でない県又は市町村単独による補助事業
についても、 融資の対象と なり ます。
〇対象となる事業種類・ 内容

かんがい排水、畑地かんがい、 ほ場整備、暗渠排水、客土、農道、索道(軌道等運搬施設を含む) 、
畦畔整備、 農地造成、 防災・ 農地保全、 農業集落排水(農村下水道) 、 発電施設。

また、 維持管理計画書作成に係る調査費、 土地改良区事務所の新増築、 事務機器や複式簿記導
入に係るシステム、 車両など。
〇融資対象者

●貸付対象者
土地改良区、 土地改良連合（ 事業主体と なる場合に限る）、 農業協同組合、 農業協同組合連合
会、 農業を営む方、 農業振興法人

●償還期間 ２ ５ 年以内（ う ち据置期間１ ０ 年以内）

【 農業農村整備資金利率】

区 分 H27. 12. 18現在
☎

県 営 ０ ． ８ ５ ％ ☎

補助事業 ☎

団体営 ０ ． ７ ０ ％ ☎

非補助事業 一 般 ０ ． ７ ０ ％

開催時期 行事予定 開催場所

2 月 9 日（ 火） 農地地図情報システム研修会【 基礎編】 奈良県立

2 月 25 日（ 木） 図書情報館

3 月 2 日（ 水） 理事会 なら土連会館

3 月 3 日（ 木） 平成 27 年度技術力向上事業第３ 回研修会 なら土連会館

3 月 8 日（ 火） 農地地図情報システム研修会【 応用編】 奈良県立

3 月 9 日（ 水） 図書情報館

3 月 28 日（ 月） 第５ ６ 回通常総会 なら土連会館

新任職員の紹介（平成28年１月１日）採用

行事予定（２月～３月）

◆非補助農業基盤整備資金のご案内◆







なら担い手・農地サポートセンターでは、農地を借りたい方、貸したい方を募集しています。

・「高齢で耕作できなくなった農地を誰かに管理してほしい。」

・「農地を相続したけど農業をしないので、誰かに貸したい。」

または、

・「経営する農地を拡大したいので農地を借りたい。」

・「新規に農業を始めるので農地を借りたい。」

など、お考えの方は、なら担い手・農地サポートセンターへご相談ください。

なら担い手・農地サポートセンターでは、農地の出し手（貸したい方）から農地を借り受け、

受け手（借りたい方）へマッチングします。

【お問合せ先】

公益財団法人 なら担い手・農地サポートセンター

（農地中間管理機構）

〒６３４ ００６５ 奈良県橿原市畝傍町53番地

 ０７４４-２１-５０２０ fax ０７４４-２９-８１２５

HP：http://www.nara-ninanou.sakura.ne.jp/

なら担い手・農地サポートセンターは法律に基づき県知事の指定を受けた公的機関ですので、

安心してご利用ください。

高齢なので誰かに畑を

作ってほしいな。
農地を借りて

規模拡大したい

② 交渉・マッチング ③ 農地の貸借

なら担い手・農地サポートセンター

（農地中間管理機構）

受け手に農地を

センターから貸し付け

農地の受け手

①農地の借受希望申込み、

農地の貸付希望申込み

●農地中間管理事業で農地を貸借するまでの流れ●

賃借契約 賃借契約

農地の出し手
農地の受け手

出し手から農地を

センターが借り受け

募集期間

出し手（貸したい方）：常時

受け手（借りたい方）：平成27年10月1日～

平成28年2月29日

対象農地：農業振興地域内の農地

※センターが農地を借り受ける条件は、農地として利用

が困難でないこと、十分な受け手が見込めることです。

※受け手の氏名・希望地区等をインターネットで公表

します。

受け手の公表は、11月、1月、3月の3回行います。

お問い合わせは
奈良県土地改良事業団体連合会

☎　　　　　　　 0742-26-1310

http://www.nara-ninanou.sakura.ne.jp/

